
【　試合方法及び競技規則　】
1 日本ジョイフルソフトボール連盟制定の競技規則(最新版)及び東京都ソフトボール協会

特別ルールによる。

2 試合は7回50分制とし、時間を優先する。尚、5０分を過ぎたら新しいイニングに入らない

3 ユニフォームはソフトボールができる服装とする。但しユニフォームナンバーは必ずつける

（監督３０、コーチ３１，３２，主将１０）

4 ＤＰ，ＦＰは採用しない。

5 コールドゲームは採用しない。

6 スターティングプレーヤーであれば、エキストラプレーヤーも再出場できる。エキストラ

プレーヤーは打撃だけでなく、他のプレーヤーと交替して守備につくこともできる。

7 ベースは固定ベースとし、1塁はダブルベースを使用する。

8 ツーストライク後のファウルボールは打者アウトとなる。

9 走者は衝突を避けるためスライディングをしても良い。

10 予選リーグにおいて、試合終了時に同点の場合は引き分けとする。２日目の準決勝、３位

決定戦、決勝戦はタイブレーカーを１回のみ採用し、更に同点の場合は各5人で抽選とする。

11 最終回の宣告は、イニングの初めに審判より必ず行う。

12 1イニングの得点が5点に達したら攻守交替となる。但し、5点目を入れた打者の打点は全て

認められる（最大8点まで）

13 最終回の得点制限は実施しない。但し、後攻めチームの得点が先行チームの得点を

上回った時点で終了となる。

14 ベンチは抽選番号の若いチームが1塁側とするが連続試合の場合は移動しないものとする。

15 選手の追加、変更登録は大会当日の当該チーム最初の試合前メンバー確認までとする。

メンバー表と共に各面の審判に提出する事。大会2日目も同様とする。

16 初戦を除いて次試合の各チーム主将は現行試合の３回終了時点迄にメンバー表を各面の

審判に提出し確認を受ける事。３回終了時点でコイントスにより先攻後攻を決定する。

但し３位決定戦の場合はこの限りではない。

17 予選順位の決定方法は全チーム2試合の為、対戦相手、イニングが異なることを考慮して

①勝率＞　②総失点率が少ない方＞　③総得点率が多い方＞　④抽選

の優先順で決する事とする。

18 予選は変則リーグで各チーム2試合を行い、男子は予選を勝ち上がった各ブロックの上位

2チームによる決勝トーナメントを行う。

19 その他詳細はジョイフルスローピッチソフトボールのルール（別紙）を参照のこと。

【　その他　】
1 今大会では体調管理表の提出は不要ですが、当日朝体温の高い(37.5°以上)方は自主

的にご遠慮頂きたくお願い致します。

2 駐車場は大会期間中場所を特定し許可取得しています。指定場所以外駐車しないで下さい。

3 駐車場内での事故は責任を負い兼ねますので十分注意してください。

4 プレー中の怪我について応急処置は行いますが、責任を負い兼ねますので注意して下さい。

5 グラウンド周辺は禁煙です。

6 雨天連絡先は午前7時以降に藤井 090-6506-6416　又は八幡 090－4070-6842迄

7 ごみは各チームでお持ち帰りください。
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